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率的なアルゴリズムを提案しているのすなわち.最悪の場合にはo ( I V I !)の手数を要するが.
線度が10程度のランダムグラフに関する実験では.ほぼ I V I に比例する時間で同形判定がなされる円
つdA斗.










第 2 には.グラフ聞の同形性を判定する問題を取り上げている。この問題は LSI の計算機援用設
計などに不可欠の問題である。この問題に関しては司これまで多くのアルゴリズムが健案されている
が.数千個以上の J頁点を含むグラフに対して適用できる効率的なアルゴリズムは未だ見出されていな
かったの本文では‘項点集合の同形分割を細分化する過程に新しい手法を導入することによって‘効
率のよいアルゴリズムが構成されることを述べ. さらに計算機実験によって司線度が10程度のランダ
ムグラフについては‘ iiぽ頂点の個数に比例する時間で同形判定がなされることを確かめている。本
文で示されたアルゴリズムは実用上問題とされる大規模なグラフ(頂点の個数が数千ないし数万)に
対しでも十分効率よく適用することができる。
以上のように，本論文は最大力 y 卜問題と同形判定問題においてかなりの研究成果をあげており‘
電子工学および情報工予に寄与するところが大である。よって博士論文として価値あるものと認める。
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